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概観
受胎告知を受け、親類のエリザベツと会ったマリヤは、賛歌を
もって神をほめたたえた。

アウトライン
1. 主の恩寵を感謝する V46-48

2. 主の性質を賛美する V49-50　
3. 主の御業を期待する V51-53 

4. 主の真実を認識する V54-56  
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1. 主の恩寵を感謝する  V46-48
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1）経緯：ザカリヤとマリヤの受胎告知；御心の再確
認：100キロの旅（1:39-40）。

2）エリザベツの賛歌：マリヤが励まされる（1:42, 
45）；主の言葉を信じ切る大切さ。

3）目を留めて下さった：ナザレ出身の田舎者が選ば
れた喜び→顧みて下さる神への信頼。
4）思い上がりではない：恵みを受け入れ、　神に仕
えるために献身する⇔自分の手柄にしていない。謙遜
⇔傲慢の違い。

2. 主の性質を賛美する  V49-50　
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1）力のある方：大きなこと＝処女妊娠（1:37）；
過去を振り返り、感謝を捧げる習慣。
2）聖いお方：特別で違うことをしてくださる神；
別格で、いと高き方だが、近くにいて下さる。
3）あわれみ：立場の弱い者を引き上げ、救い出す
性質。神の聖さを強調しすぎると、見落としてし
まう。愛と憐れみ⇔聖さと正義。
4）主を恐れかしこむ：自分の立場をわきまえ、神
のすばらしさを当たり前にしないこと。

3. 主の御業を期待する  V51-53 
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1）高ぶっている者：自分だけを信じて、神や周囲
の人々に頼らず、感謝しない人。
2）権力のある者：権力を正しく行使しているの
か？低い者を引き上げられる神。
3）飢えた者と富む者：不公平をきちんと直され
る；正義が必ずなされる信頼。
4）逆転のパラドックス：プライド、権力、富の考
え方；神様からの恵みとして受け取る重要性；神
様は必ずそうしてくださる確信。

4. 主の真実を認識する  V54-56 
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1）いつまでも忘れない神：自分が生きている間で
なくても、約束を成就してくださる神。
2）イスラエルとの関係：何度も敵から守られ、祝
福して導いてくださった実績。
3）アブラハムとその子孫：神の約束の実現（創世記 

17:4-8）；将来に対する期待が持てる。
4）三か月の滞在：お腹が出る前に；静まって備え
ることの大切さ；同じ経験を持つ人との交わり；神
様の細かい配慮と励まし。


